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日時 令和 1年 11 月 12 日（火）15時 30 分～16時 30 分 

場所 本校大会議室（東館２F） 

出席者 

委員：梅田和子（副会長）、阪口葉子、正田洋子、田中保和(会長) 

事務局：松本校長、森教頭、竹島事務長、中角首席、野坂首席、辻本教諭（SSH）、新井教諭（GL） 

    瀧瀬（記録） 

次第 

１．校長挨拶 

２．報告・協議 

３．その他（次回連絡） 

議題 ◎本年度の取組の進捗状況中間報告 

議事録 

１．「平成３１年度 取組の進捗状況と改善に向けて」〔校長より〕 

・第 1回協議会からの意見について 

・本年度の取組の中期的目標、自己評価について 

 研究授業の実施回数 

 自学自習時間の増加 

 部活動の成績・記録 

 CEFR の評価  

全校一斉退庁日における残留者数 

校外のコンテスト等での入賞 

・学校の様子について 

 部活動 

 課題研究および国内、海外研修 

 広報活動 

 四條畷市との連携 

２．「本校の教育相談体制について」〔教諭から報告〕 

・支援を必要とされる生徒について 

・支援コーディネータ、SC との連携について 

・支援検討会議（ケース会議）の定期的実施 

３．「GL 部の活動について」〔教諭から報告〕 

・国際交流事業 

 インターンシップ生の受け入れ 

 バンダバーグ州立高校生との手紙交流 

 ミネルバ・スタンフォード大学海外研修 

 学校説明会での海外研修ブースの設置 

 ベトナム医療ボランティアツアー 

 オーストラリア研修 

・探究活動授業（探究チャレンジ（1年）、課題研究（2年）） 

 ペーパーブリッジ作り 

 研究の深化を目指す「SS 探究班」の設定 

・その他行事 

 Nawate Explorer Project 

 飯盛セミナー 

 Nawako スタッフ 

サンタクライス（町おこしプラン） 

NBK フェスタ 2019 

学生シンポジウム 2019 への参加 

４．「SSH の活動状況および今後の活動計画について」〔教諭から報告〕 

・本校における SSH 活動の柱 

・探究活動における指導教員から見た課題 

・インプット・アウトプット活動の拡張における成果 

・WWL コンソーシアム構築支援事業について 

 アドバンストラーニング（AL）クラスの実施 

【委員からの意見・質問】（→の後は回答） 

・〔副会長〕昨年度と比較して、活動への生徒の参加率が上がっている。 

・〔副会長〕生徒の自学自習時間の増加は少し低成長。具体的指導は？ 
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→〔校長〕限りある時間の活用方法の指導が必要かと考えている。 

自分の学びの仕方を振り返らせる機会（学習強化日）の実施や教科担当者からの 

アドバイスなどを行っている。 

・〔委員 A〕そもそも自学自習時間は少ないのか？ 

→〔校長〕やる生徒とやらない生徒の温度差を埋めたい 

・〔委員 B〕生徒の探究への積極性はどうやって培うのか？ 

→〔教諭〕興味関心の共通するグループの中で話し合いをメインに行わせている 

・〔委員 A〕子どもたちへの進路支援の充実さ（説明会、キャンパスツアー） 

・〔副会長〕探究活動の指導上、担当教員の負担が大きいが、減らす工夫は？ 

→〔教諭〕学生 TAの協力、生徒の自主性に頼っている 

・〔委員 A〕学校から PTA の方に協力して頂きたいことあれば言ってください 

 

畷高スタッフ作成の四條畷市・四條畷高校のプロモーションビデオ(10 分) 

 

協議資料 

（１）平成 31年度 学校経営計画及び学校評価 

（２）学校の様子について 

（３）GL部の活動について 

（４）SSH の活動状況について 

（５）令和２年度使用教科書一覧 

（６）第 1回協議会記録 

 


